
奈良工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 日本文化学
科目基礎情報
科目番号 0079 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 情報工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プリント教材を使用する。A4用紙が綴じられるファイルを1冊用意しておくこと。
担当教員 鍵本 有理
到達目標
  ※１・２は中間試験時期まで、３以下は期末試験まで

１．上代文学（古代文学）について、文字や書物の形態を理解できる　　　　
２．比較文学についての基本的な知識を身につける　　　　　　　
３．中古文学（平安文学）を読み、当時の文化・貴族の生活について理解できる　 　　　　　　　
４．文学作品の読解を通じて、人間の感情や普遍性を理解できる
５．言語表現を通じて、その背景にある文化を比較することができる　　 　　　　　

ルーブリック
理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
日本の伝統的な言語文化について
興味・関心を持ち、その価値に気
づくことができる。

日本の伝統的な言語文化について
、興味・関心を持つことができる
。

日本の伝統的な言語文化について
興味・関心を持ったり、その価値
に気づくことができない。

評価項目2 日本と諸外国の文学における共通
性について理解できる。

日本と諸外国の文学における共通
性について一定の理解ができる。

日本と諸外国の文学における共通
性について全く理解できない。

評価項目3
古典作品を通じ、人間の生活や感
情について、現代社会との違いと
時代を超えた普遍性について理解
できる。

古典作品を通じ、人間の生活や感
情について、現代社会との違いを
理解できる。

古典作品を通じ、人間の生活や感
情について、現代社会との違いや
普遍性を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
準学士課程（本科１〜５年）学習教育目標 （１）
JABEE基準 (a) JABEE基準 (b)
システム創成工学教育プログラム学習・教育目標 A-1 システム創成工学教育プログラム学習・教育目標 A-2
教育方法等

概要

国際化社会といわれる現代こそ、日本の文化について知り、諸外国の文化との違いや共通点について、説明できること
が必要である。
また、昔の人々も、現代人と同じように社会の中でさまざまな思いを経験しながら生活していた。
本講義では、文学作品を読み解きながら、日本の文化について深く知るとともに、諸外国の文化との関連についても目
を向け、さらに人間の普遍性についても考えることとする。

授業の進め方・方法 日本の代表的な古典作品を実際に読解しながら、文化や人間性について考える。
また、自身が考えたり理解したことについて、簡単な文章でまとめ、記録としてファイリングする。

注意点

【関連科目】
自身が今使っている言葉も含め、これまで学習した人文科学系の全ての科目が参考となる。
【学習指針】
講義を聞いてノートを取ることはもちろんであるが、自身の身の回りの習慣や使っている言語表現などにひきつけなが
ら主体的に作品を読解することが重要である。
【自己学習】
予習として、文学作品の本文（プリント配布）をあらかじめ読んでおき、ミニッツペーパー等に必要事項を記入し授業
に臨むこと。
【事前学習】
「自己学習」に記したように予習をし、有名な昔話や身近にある遺跡と古典文学の関連などについて意識しておく。
【事後展開学習】
講義プリントを読み返し、確認問題等があれば解き、古典を読んだ感想などをまとめておく。

学修単位の履修上の注意
上記ミニッツペーパー（自己学習として、授業前後に記入）については、課題点として、1件につき3〜４点満点で評価する。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 古事記を読む-①　序ほか
言葉と文字の成立についての知識を得ることができる
。
異種婚姻譚などの説話の特徴を理解できる。

2週 古事記を読む-②　八岐大蛇 日本神話の中のアンドロメダ・ペルセウス型神話につ
いて、ギリシャ神話との関連を理解できる。

3週 古事記を読む-③　天の岩屋戸 日本神話と東南アジアの神話との類似性を理解できる
。

4週 万葉集を読む-①　万葉集入門・額田王
万葉仮名と書物の形態について知識を得る・三輪山伝
説を読み、万葉歌と蛇婿型民話との関連を理解できる
。

5週 万葉集を読む-②　大和三山歌 中大兄皇子と額田王の歌を読み、歌と地理の関係につ
いて理解できる。

6週 万葉集を読む-③　七夕歌 日本と中国の「七夕」について、文化の違いを理解で
きる。

7週 竹取物語を読む-①　貴公子の求婚まで 竹取物語を読み、外国の説話との類型・「貴種流離譚
」について理解できる。

8週 中間試験（課題プリント） これまでの講義内容に関するプリント課題



2ndQ

9週 竹取物語を読む-②　月見る禁忌 さまざまな文学作品における「月見る禁忌」を比較し
、当時の俗信について理解できる。

10週 紫式部日記を読む-①　
紫式部の虚像と実像について理解できる。
当時の婚姻制度について現代と比較することができる
。

11週 紫式部日記を読む-② 平安時代における重陽の節句・中宮の出産の様子など
、当時の貴族の生活を理解できる。

12週 紫式部日記を読む-③　 藤原道長に関する描写を読み、現代に通ずる「父親像
」について理解できる。

13週 紫式部日記を読む-④　 平安時代の貴族の宴会の様子やその場での男女のやり
取り、宮仕えの実態について理解できる。

14週 言語と文化 色名その他言語表現について、外国語との比較を行い
、文化の違いを知ることができる。

15週 期末試験 授業内容を理解し、試験問題に対して正しく解答する
ことができる。

16週 試験返却・解説 試験問題(課題含む)を見直し、理解が不十分な点を解
消できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 40 0 0 0 0 100
基礎的能力 60 40 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


